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１．研究の背景と目的 
総務省による通信利用動向調査によれば，2018年の個人

のスマートフォンの保有率は 64.7％であり，顕著な増加傾

向にある 1)．スマートフォン保有率の増大は関連サービス

の利用拡大につながり，社会の基盤ツールの1つとなりつ

つあると考えられる 2)．このようなスマートフォン，ある

いは広く情報携帯端末による情報を都市計画に活用する試

みも久しく検討されてきた．都市交通計画分野における

GPS等の位置情報の活用は，典型的な例であり，プローブ

パーソン調査等に結実している 3)．また，位置情報付きの

言語データや写真等の映像データも容易に入手可能な状況

となっている．自然言語解析の進展により，ある程度数量

的な評価が可能となった位置情報付きの言語データは，即

時即地的な情報が貴重となる災害や観光等の分野において

活用の検討が進められている． 
これに対して，写真データもスマートフォンを介して容

易に入手することが可能となってきている．しかし，その

潜在的に膨大な情報量を十分に活用できていない可能性が

ある．写真データがもたらす重要な情報の中には，撮影者

の位置と撮影対象の位置があり，通常，スマートフォンの

位置情報付きの写真データから得られるのは前者のみであ

る．撮影対象の位置も写真を直接見て撮影対象を判定し，

その位置を付加すればデータ化できるものの，写真の数が

多い場合は時間を要するし，一見しただけでは撮影対象が

判然としない写真も少なくない．また，位置情報付きの写

真データに言語データ等が付加され，撮影対象について簡

単な評価が示されている場合も考えられる．したがって，

位置情報付き写真データの撮影対象をより明確にして，評

価を示すデータと精度高く関係付けたいというニーズは少

なくないものと考えられる． 

以上の点を踏まえ，本研究では，写真撮影の際に，撮影

者の位置，撮影方向と共に，撮影対象までの距離，すなわ

ち撮影対象の位置情報が得られるスマートフォンカメラア

プリを開発し，撮影対象に対する簡単な評価データと関係

付けて，その有用性を検討することを目的としている． 
論文の構成としては，第2章において既存の研究をレビ

ューし，本研究の位置付けを示す．第3章では，開発した

スマートフォンカメラアプリの概要を説明する．第4章で

は，アプリを試行するために実施した写真投影法による調

査の概要と調査結果を示す．第5章では，第4章で得た写

真データを撮影対象の評価データと関係付け，開発したア

プリの有用性を検討する．第6章では，本研究の主な結論

と今後の課題を整理する． 

２．既往の研究 

写真データはその情報量が豊富なことから，都市計画に

おいても久しく活用が図られてきた．活用例の1つは，写

真投影法による調査である．久他 4)は初期の適用例であり，

「1 日の生活で好きな場所や嫌いな場所」というテーマを

設定し，小学校5年生118名にフィルム一体型の使いきり

カメラを提供して自由に写真を撮影してもらい，撮影対象

を分析して都心部と郊外の小学生の空間意識の違いを見出

している．また，精神医学において開発された写真投影法

の都市計画における適用可能性について整理している．そ

の後，写真投影法を用いた研究は数多く実施され，例えば，

上山他 5)，小浦他 6)は生活環境における景観評価に，山下 7)

は河川景観の特徴把握に，加我他 8)，加我他 9)，武田他 10)は

建替や時間や震災により変化した風景の分析に，黒田他 11)

は観光客と住民の景観認識の分析に，西部他 12)，飯田他 13)

はウォーキング中の景観評価に適用している．神田他14)は，

撮影対象の位置が得られるスマートフォンカメラアプリの開発とその有用性に関する研究 
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SNSの一形態であるトリップアドバイザーにアップロード

された写真を，写真投影法によるデータと捉えて分析対象

とし，観光地である宮島に対する日本人と外国人の観光資

源評価の相違を検討している． 
これら写真投影法による写真データは，主に撮影対象自

体に関心が向けられており，撮影者や撮影対象の位置につ

いてはほとんどデータ化されていない．一方，菅原他 15)の

河川景観の特徴把握の研究，太田他 16)，中内他 17)のまち歩

きワークショップに関する研究においては，撮影対象と視

点場，すなわち撮影者の位置に関する分析も行われている．

嶽山他 18)もまち発見ワークショップの一環として GPS 搭

載携帯電話と Web-GIS を利用した写真投影法が用いられ，

撮影者の位置と撮影対象の双方に関心が向けられている．

GPSによりデータ化が容易となった撮影者の位置と同時に，

撮影対象の位置もデータ化できれば，撮影対象自体に関し

ても意義のある情報がもたらされるものと考えられる．例

えば，撮影対象が主要な景観構成要素であり，撮影者と撮

影対象の位置関係がほぼ同一であることが多い場合には，

両者の位置の間の空間を保全する．また，同一ではないま

でも類似した位置関係が数多く見出される場合には，広告

板や案内板の設置場所の参考とすることができるであろう．

大久保他19)はスマートフォンのカメラによる撮影において

撮影者の位置，撮影方向，撮影対象に対する言語データを

取得するアプリを開発し，アプリを利用した写真投影法に

よる調査を行っている．しかし，撮影者の位置と撮影方向

からでは必ずしも撮影対象の位置は判然とせず，言語デー

タとの関係付けもあいまいとなっている． 
以上の既往の研究を参考とし，本研究では，撮影者の位

置，撮影方向と共に，撮影対象までの距離，すなわち撮影

対象の位置情報が得られるスマートフォンカメラアプリの

開発を試み，その有用性を検討することとする． 

３．開発したアプリの概要 

(1)撮影対象までの距離 

本研究では，一部のスマートフォンに搭載されたダブル

カメラを用いて撮影対象までの距離を測定し，撮影対象の

位置情報を得ることのできるアプリを開発している．なお，

撮影者の位置はスマートフォンのGPSより，撮影方向はカ

メラの方位と仰角より得ている．一部のスマートフォンで

はダブルカメラを用いて視差距離を生成することにより，

三角測量の原理を応用して，図-1のように式(1)からカメラ

と撮影対象との間の距離が測定できる． 

距離𝐷𝐷
カメラの間隔𝐵𝐵

=
焦点距離𝑓𝑓
視差距離𝑍𝑍 (1) 

さらに，開発したアプリでは，撮影直後，言語データで

あるコメントと表情スタンプを収集することができる．表

情スタンプは，事前に撮影対象に対して抱いていた期待と

比べ，撮影対象が「期待以上」，「期待通り」，「期待外れ」

の三つの表情スタンプから選択するものであり，これによ

り撮影対象について簡単な評価情報を得ることができる． 
(2)アプリの操作手順 

アプリが起動されると，図-2のように通常のカメラ画面

となる．まず，黄色の正方形を撮影対象の上に移すと，撮

影対象までの距離が測定される．写真を撮影すると，図-3

のようなコメント入力・表情スタンプ選択画面となり，自

由にコメントが書き込める．最後にこれらのデータがサー

バーに送られデータベース化が行われる．なお，黄色の正

方形は撮影対象までの距離に関わらず表示されるが，写真

保全のために正方形自体は写真に残らないようにしている． 

４．写真投影法による調査の概要と調査結果 

(1) 写真投影法による調査の概要 
本研究では，日本の地理歴史にあまり知識を持っていな

い中国人留学生を被験者として募集し，アプリの適用可能

性に関して写真投影法による調査を行った．調査概要は，

表-1に示すとおりである．被験者を鎌倉市都心における小

町通り，鶴岡八幡宮，大仏に順番に案内し，滞在時間を小

町通り 45 分間，鶴岡八幡宮 45 分間，大仏 30 分間に設定

し，移動時間を加えて，合計4時間のツアーを行った．対

象地については，開発したアプリの機能を確認するために，

撮影対象までの距離が比較的短いことが想定される場所と

長いことが想定される場所を選定した．小町通りは前者，

鶴岡八幡宮と大仏は後者である．小町通りでは商店が密集

しており，店や通りなど近くの撮影対象が想定されるのに

対し，広大な敷地に自然景観を背景として佇む本殿がある

鶴岡八幡宮，1 つの目立ったランドマークが存在する大仏

では遠くに撮影対象をみるという空間的特徴がある．被験

者には，開発したアプリを使用して，自由に写真撮影と撮

影対象に対するコメントと表情スタンプの選択をお願いし，

撮影者の位置，撮影方向，撮影対象の位置，コメント，表

情スタンプデータ等を取得した． 
(2) 調査結果

調査では19名中国人留学生（男性11名，女性8名）が

参加し，3つのエリアで合計461の写真データが得られた．

図-1 距離測定方法 
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一人当たりの写真枚数は最多49枚，最少7枚であった．調

査において被験者が撮影した各エリアにおける写真枚数割

合を図-4に示す．また，表情スタンプの集計結果を図-5に

示す．大仏，小町通りエリアにおいて撮影された写真枚数

がやや多くなっている．この理由としては，図-5の表情ス

タンプの集計結果と合わせて考えると，鶴岡八幡宮では「期

待以上」の割合が他2か所に比べ小さく，相対的に魅力的

ではなかったことが考えられる．表情スタンプについては，

全てのエリアにおいて半分以上は「期待以上」が選択され

ているが，「期待外れ」も選択されている．主な「期待外れ」

コメントとしては“お金がかかる”，“読めない”，“人が多

い”などがあげられていた．また，小町通りエリアに「期

待以上」が比較的多く，“きれい”，“かわいい”，“日本らし

い”などと賞賛するコメントが見られた．なお，被験者が

表情スタンプを選択し忘れた場合があり，6％の表情スタン

プデータが収集できなかった． 

図-2 アプリ画面（カメラ画面） 

図-3 アプリ画面（コメント入力・表情スタンプ選択画面） 

表-1 写真投影法による調査の概要 

被験者 中国人留学生19名 

対象地 
鎌倉市 
（小町通り，鶴岡八幡宮，大仏） 

実験時期 2018年1月13日，14日，20日 

スマホ機種 
iphone 7plus，iphone 8plus， 
iphoneX 

取得データ 
コメント，表情スタンプ，写真， 
撮影者の位置，撮影対象までの距離， 
撮影仰角，撮影方位等 

図-4 エリア別写真枚数 

図-5 表情スタンプ別写真割合 

図-6 撮影対象までの距離別写真割合 

小町通り
157

鶴岡八幡宮
134

大仏
163

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小町通り

鶴岡八幡宮

大仏

全エリア

期待以上 期待通り 期待外れ 選択なし

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小町通り

鶴岡八幡宮

大仏

全エリア

5m以下 5～10m 10～15m 15～20m 20m超（計測不能）
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図-6 は調査において取得した撮影対象までの距離別写

真枚数割合である．なお，本研究で利用したダブルカメラ

で撮影対象までの距離を測る場合20mが限界であり，それ

を超える距離は測定できない．それぞれのエリアにおいて

2 割程度，被写体までの距離が 20m を超える（測定不能）

となる場合があった．全体的に 5m 以内の対象が多く撮影

されており，特に，小町通りでは店が多いため，半分以上

は撮影対象までの距離が5m以内であった． 
次に，取得した各写真を直接見て撮影対象を判定し，写

真一枚につき1つの撮影対象のタグ付けを行った．なお，

人や生き物等，その場に常に存在しているものでない場合

は「動的対象物」とした．各エリアでの総写真枚数のうち

5%以上を占めるタグについて，その割合を撮影対象までの

距離が 20m 以下の場合と 20m 超の場合で色分けして示し

たものが図-7，図-8，図-9である．各エリアの上位3項目

について代表的な画像と付随するコメントを図-10，図-11，

図-12に示す． 

小町通りエリアについては図-7 より，半数近くが「店」

の写真であり，店の中の「商品」を写した写真も15%程度

を占める．通りの名前が書かれた案内板を撮影した写真も

同数存在するが，通り自体の様子を写した「小町通り」の

写真は10%に満たない．距離別に見ると，商品について撮

影したものは撮影対象までの距離が近く全て 20m 以下で

あるのに対し，他については，撮影対象を特定できない20m
超のものが一定程度存在している． 
鶴岡八幡宮エリアについては図-8より，様々な撮影対象

が存在することが分かる．「表通り」の様子を写した写真が

最も多いが，参拝する人や鳥を写した「動的対象物」が多

いことも特徴と言える．距離を見ると，どの撮影対象につ

いても20m超の写真がある中で，特に「表通り」を写した

写真でその割合が大きい． 
大仏エリアについては図-9 より，「大仏」やその手前の

「案内板」が多くを占めることが分かるが，「動的対象物」

では図-12 に示すような購入したチケットを撮影した写真

図-7 撮影対象割合（小町通り） 

図-8 撮影対象割合（鶴岡八幡宮） 

図-9 撮影対象割合（大仏） 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

店

商品

案内板

小町通り

20m以内 20m超

0% 10% 20% 30% 40% 50%

表通り

動的対象物

本殿

自然

案内板

店

鳥居

舞殿

通り(他)

20m以内 20m超

0% 10% 20% 30% 40% 50%

大仏外観

案内板

動的対象物

仁王門

灯籠

建物

20m以内 20m超

図-10 画像及びコメントの例（小町通り） 

図-11 画像及びコメントの例（鶴岡八幡宮） 

図-12 画像及びコメントの例（大仏） 
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が多く見られた．距離について見ると，大仏外観は 1/3 程

度が20mより離れた所から撮られているが，他については

20mより近い所から撮られることが多い． 
各エリアでの仰角別の撮影対象割合を図-13，図-14，図

-15 に，撮影対象別の表情スタンプ割合を図-16，図-17，

図-18に，撮影対象までの距離別の「期待以上」割合を図-

19に示す．撮影対象は上位4項目のみとし，該当数5位以

下の撮影対象は「その他」としてまとめて表記した． 
小町通りエリアについては，図-13よりどの仰角でも「店」

が最も多い一方，「商品」は80度以下で，「案内板」は100
度超でその割合が大きいことが分かる．これは図-10 で示

した写真のように店内の商品を見下ろす形で撮った写真や，

通りの頭上にある「小町通り」の案内板を見上げる形で撮

った写真が多いためである．ただし表情スタンプを見ると，

図-16より「案内板」や「小町通り」で評価の低い傾向に，

図-19 より距離が遠い場合に評価が下がる傾向にあること

が分かり，通り自体の魅力に課題があると言える． 
鶴岡八幡宮エリアについては，図-14 よりどの仰角でも

「その他」が多い中で，仰角100度超の場合は「本殿」が

大きな割合を占めることが分かる．これは図-11 で示した

写真のように，本殿が標高の高い位置にあるために見上げ

る形で撮った写真が多いためである．表情スタンプを見る

と，図-17より「自然」の評価が高いことが分かり，目線よ

り下にある池や，上にある樹木を含め，境内の自然は景観

上に重要であると考えられる． 
大仏エリアについては，図-15 より仰角 100 度超が他 2

エリアに比べ多く，その約半分を「大仏外観」が占めるこ

とが分かる．図-18より大仏外観の評価が高いこと，図-19 

図-13 仰角別の撮影対象割合（小町通り） 

図-14 仰角別の撮影対象割合（鶴岡八幡宮） 

図-15 仰角別の撮影対象割合（大仏） 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

80度以下（n=37）

80度～100度（n=84）

100度超（n=36）

店 案内板 商品 小町通り その他

0% 20% 40% 60% 80% 100%

80度以下（n=29）

80度～100度（n=76）

100度超（n=29）

表通り 動的対象物 本殿 自然 その他

0% 20% 40% 60% 80% 100%

80度以下（n=25）

80度～100度（n=87）

100度超（n=51）

大仏外観 案内板 動的対象物 仁王門 その他

図-16 撮影対象別の表情スタンプ割合（小町通り） 

図-17 撮影対象別の表情スタンプ割合（鶴岡八幡宮） 

図-18 撮影対象別の表情スタンプ割合（大仏） 

図-19 撮影対象までの距離別の「期待以上」割合 
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より20m超においての「期待以上」の割合が他2エリアに

比べて大きいことから，撮影者と大仏との間の空間が重要

であると考えられる． 
さらに，取得したデータを ArcGIS 上にプロットする．

矢印の始点を撮影者の位置，終点を撮影対象の位置，撮影

方向，撮影対象までの距離をそれぞれ矢印の向き，色，長

さで表す．また，20mを超え，距離が測定不能，すなわち

矢印の終点が撮影対象の位置を表さない場合は破線矢印で

表している．なお，ArcGISの機能上，長い矢印は幅も太く

なっている． 
図-20 は小町通りエリアの一部である．赤矢印は仰角が

80度以下のデータを示し，実線矢印の多くが両側の店舗に 

向かって伸びていることがわかる．仰角が 80 度以下であ

るため，商品，食べ物，店の看板等が撮られた写真である

ことが想定され，このことは直接写真を見て確認している．

水色矢印は仰角が 80 度超 100 度以下のデータを示すが，

店舗だけではなく，通りに向かっている実線や破線矢印も

あり，これらは町並みを撮影していることを示していると

考えられる．青矢印は仰角が100度超のデータを示し，通

りの入り口の鳥居や店舗の看板などを撮影した写真である

ことが推察される．これらについても直接写真を見て確認

している． 
「商品」タグを付与した写真のみを抽出してプロットし

たものを図-21に示す．商品を撮影する際の仰角は80度以

図-22 撮影対象（矢印終点）と撮影者（矢印始点）の位置（大仏） 

矢印（赤色：仰角80度以下，水色：仰角80度超100度以下，青色：仰角100度超） 

線（実線：距離20m以下，破線：20m超） 

 

図-23 撮影対象と撮影者の位置 

（大仏外観のみ） 

図-21 撮影対象と撮影者の位置 

（商品のみ） 

図-20 撮影対象（矢印終点）と撮影者（矢印始点）の位置（小町通り） 

矢印（赤色：仰角80度以下，水色：仰角80度超100度以下，青色：仰角100度超） 

線（実線：距離20m以下，破線：20m超） 

注：図-20，図-21，図-22，図-23はベースマップ：Esri, Airbus DS, USGS, NGA, NASA, CGIAR, N Robinson, NCEAS, NLS, OS, NMA, Geodatastyrelsen, 
Rijkswaterstaat, GSA, Geoland, FEMA, Intermap and the GIS user communityを用いている． 
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下または80度～100度であり，撮影対象までの距離はすべ

て 20m 以下であった．図-20と図-21を比べ，商品の写真

に関しては，撮影方向と撮影対象までの距離によりある程

度，撮影対象自体を推測できると考えられる． 
図-22は大仏エリアのプロット図である．仰角が80度以

下の赤矢印では撮影方向にばらつきがあるが，実線矢印が

大仏入口の近くの手水舎付近を指しているため，手水舎が

様々な方向かつ 20m 以下の距離から撮られていると推察

される．仰角が80度超100度以下の水色矢印，100度超の

青矢印に関しては，いくつかの実線矢印が入り口付近を指

しているため，仁王門を撮影していると推察される．また，

多くの破線矢印が，大仏に向いて伸びており，これらは大

仏外観を写した写真であると考えられる．このことは撮影

された写真を直接見て確認している． 
図-23は，「大仏外観」タグを付与した写真のみを抽出し

てプロットしたものである．ほとんどの矢印が大仏に向い

ており，被験者は大仏手前の様々な地点から大仏外観を撮

っていたことがわかる．また，大仏付近では実線矢印が多

く，仰角が大きくなっている一方，遠方では破線矢印とな

り，仰角が 80 度～100 度が多い．図-22と図-23を比べ，

実際に大仏外観を撮影した写真かどうかは，撮影方向と撮

影対象までの距離によりある程度推測できると考えられる．

また，大仏エリアの撮影対象は主に大仏外観であるものの，

仁王門，手水舎等も少なからず対象となっており，両者は

撮影方向，撮影対象までの距離により判別可能であると考

えられる． 

５．撮影対象までの距離が20ｍを超える場合の撮影対象の

推定 
撮影対象までの距離が 20m 以下の場合は撮影対象の位

置情報が得られる．一方，撮影対象までの距離が20mを超

える場合は撮影対象の位置情報が得られないため，撮影方

向から撮影対象を推定することが必要となる． 
3つのエリアにおいて，撮影対象までの距離が20m超の

場合に多い撮影対象として，小町通りエリアでは図-7より

「店」が，鶴岡八幡宮エリアでは図-8 より「表通り」が，

大仏エリアでは図-9より「大仏外観」が挙げられる．しか

し，小町通りエリアの「店」は撮影対象に様々な店舗が含

まれるため良好な結果が得られなかったことから，ここで

は鶴岡八幡宮エリアにおいて「表通り」が撮影対象である

か，及び大仏エリアにおいて「大仏外観」が撮影対象であ

るかについてロジット型の判別モデルを用いて推定を行う． 
説明変数については，「表通り」を撮影対象とする場合，

鶴岡八幡宮の入口から本殿方向を眺める写真が多いと想定

されるため，撮影地点から鶴岡八幡宮入口までの距離 𝑙𝑙 を
説明変数とする．「大仏外観」については撮影対象の座標が

決まっており，その方向に仰角 90 度以上で撮影されるこ

とが想定されるため，撮影者の位置における大仏の方向と

撮影方向によってなされる角度 𝜃𝜃 及び，仰角90度以上を

1 とするダミー変数を説明変数とした．判別モデルの推定

結果を示したものが表-2である．説明変数はいずれも有意

であり，モデルの説明力を表す 𝜌𝜌2 も十分高い水準にある

と考えられる． 
最後に，大仏外観を撮影対象とした場合の表情スタンプ

割合を，撮影者の位置情報のみを想定した大仏エリア全体

の場合，撮影対象の位置情報とモデルを用いて撮影対象を

推定した場合および，写真を直接見て撮影対象を大仏外観

と判定した実測の場合について比較する．推定においては，

撮影対象までの距離が 20m 超の場合にはモデルを用いて

「大仏外観」が撮影対象であるかを判別し，撮影対象まで

の距離が 20m 以下の場合は撮影対象の位置情報から判別

する．比較した結果を図-24 に示す．エリア全体の場合と

比較して，推定の場合はより実測の場合に近い表情スタン

プ割合となっている．撮影対象の位置情報とモデルの活用

により，実測を伴わなくても，大仏エリアにおける大仏以

外の撮影対象への評価と大仏への評価とが混在することを

ある程度避けることが可能となり，撮影対象とその評価デ

ータをより良く関係付けられ，撮影対象の位置情報が得ら

れるアプリの有用性が示されたものと考えられる． 

６．結論と今後の課題 

本研究では，写真撮影の際に，撮影者の位置，撮影方向

と共に，撮影対象までの距離，すなわち撮影対象の位置情

報が得られるスマートフォンカメラアプリを開発し，撮影

対象に対する簡単な評価データと関係付けて，その有用性

を検討した． 

図-24 表情スタンプ割合（大仏） 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

エリア全体

推定

実測

期待以上 期待通り 期待外れ 選択なし

表-2 判別モデルの推定結果 

エリア 鶴岡八幡宮 大仏 
n（20m超） 32 28 
目的変数 

（撮影対象） 
表通り 大仏外観 

説明変数 

 撮影地点から鶴岡

八幡宮入口までの

距離 𝑙𝑙
(-2.61**) 

 撮影方向と大仏方

向の方向差 𝜃𝜃
(-2.26*) 
 仰角90度以上を1
とするダミー変数 
(2.30*) 

𝜌𝜌2 0.221 0.330 

カッコ内はt値，* : 有意水準5%,  ** : 有意水準1% 
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本研究の主な結論としては，撮影対象までの距離が20m
以下という限界はあるものの，撮影対象の位置情報が得ら

れるスマートフォンカメラアプリを開発し，アプリを使用

した写真投影法による調査を実施して，機能の確認を行っ

た．また，撮影された写真の撮影者の位置，撮影対象の位

置，撮影方向を ArcGIS 上にプロットし，アプリで得られ

た情報が地図上に容易に表現できることを示した．最後に，

撮影対象の位置情報とモデルを活用することにより，撮影

されることの多い撮影対象については，撮影対象とその評

価データをより良く関係付けることができ，アプリの有用

性が示されたものと考えられる． 
具体的には，本アプリを用いて撮影することで，写真デ

ータを1枚1枚直接見て撮影対象を確認することなく，関

心を集める対象を効率的に把握することができる．また，

本アプリにより撮影者の位置と同時に，撮影対象の位置も

データ化でき，例えば，撮影対象が主要な景観構成要素で

あり，撮影者と撮影対象の位置関係がほぼ同一であること

が多い場合には，両者の位置の間の空間を保全する．また，

同一ではないまでも類似した位置関係が数多く見出される

場合には，広告板や案内板の設置場所の参考とすることが

できるであろう． 
主な今後の課題としては，撮影対象までの距離が20m超

の場合，アプリの限界から目的変数を与件とした撮影対象

判別モデルを必要としている．この点については改良の余

地が大きい．また，撮影者の位置を示す GPSや撮影方向の

データ精度が撮影対象の位置情報に大きく影響しており，

情報の全般的な精度を向上させることも大きな課題の1つ
である． 
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